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●12月3日～9日「障害者週間」
●入札資格申請要領の配布が始まります
●子ども医療費受給者証交付申請はお済みですか

人形小路 菊まつり
匠の技光る 菊人形がお目見え
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各 種 相 談

●人口と世帯数（H21.11.1現在）
　人　口　44,961人	 （＋25）	 男　23,314人	（＋　8）
　世帯数　17,089世帯	（＋20）	 女　21,647人	（＋17）（　）前月比

市長との対話日
　12月4日㈮、1月8日㈮　午前9時〜正午　市長応接室
※	1月8日㈮の対話日は12月25日㈮までに、人事グループ
（☎52ー1111内線309）へ申し込んでください。

税務相談（税理士）
　12月8日㈫　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※	相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。予約優先（☎
52ー1111内線269）です。

労働相談（西三河事務所職員）
　12月9日㈬　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金･労働時間など）
市民相談（市民生活グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民相談室
※市役所へのご意見・ご要望など。
日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）
※庁舎内の案内など。
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民生活グ
ループ
人権相談（人権擁護委員）
　12月3日㈭、1月7日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題。
行政相談(行政相談委員)
　12月3日㈭、1月7日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相
談室
※国、県、市などに対する苦情・要望など。
消費生活相談(消費生活相談員)　
　12月11日㈮　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※消費者トラブルの相談など。
教育相談　
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　子ども権利支援セ
ンター（全世代楽習館内）
※	事前に子ども権利支援センター（☎54ー4686）または学
校経営グループ（☎52ー1111内線345）へ申し込んで
ください。

心配ごと相談（弁護士）
　12月2日㈬・16日㈬、1月6日㈬
午後1時〜3時45分　いきいき広場
※	予約制。事前に、社会福祉協議会（☎52
ー2002）へ申し込んでください。

女性悩みごと相談（県女性相談員）
　12月14日㈪　午前10時〜午後4時　いきいき広場　
（☎52ー9871）
※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。
介護保険相談（介護保険グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場（☎
52ー9871）
こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員）
　12月9日㈬　午前9時45分〜午後4時　いきいき広場
※	予約制。事前に地域福祉グループ（☎52ー9871）へ申し
込んでください。

家庭児童相談（家庭児童相談員）
　平日　午前9時〜午後3時45分　いきいき広場（☎52ー
9871）
※子どもと家庭の悩み事相談など。
母子自立支援相談（母子自立支援員）
　平日　午前9時〜午後3時45分　いきいき広場（☎52ー
9871）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など。
母子家庭就業相談（県就業相談）
　12月15日㈫　午後2時〜4時　いきいき広場（☎52ー
9871）
心理相談（臨床心理士）
　毎週水曜日　午後1時〜5時
※	予約制。事前にいきいき広場（☎52ー9871）へ申し込ん
でください。

障がい相談（相談支援専門員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場（☎
52ー9610）
※障がい者の生活全般に関する相談など。

1 火
2 水

3 木 しかけ絵本展示（図書館）〜16日まで
ベビーブックのひととき（吉浜公民館）

4 金 12月市議会定例会　本会議第１日（開会、議案上程など）
5 土 図書館紙芝居の日
6 日
7 月 12月市議会定例会　本会議第２日（一般質問）
8 火 12月市議会定例会　本会議第３日（一般質問）
9 水
10 木 12月市議会定例会　本会議第４日（総括質疑、議案委員会付託など）
11 金
12 土 図書館おはなし会
13 日 ものづくり体験フェアin高浜（高浜高等技術専門校）
14 月
15 火

16 水
17 木
18 金
19 土
20 日
21 月 12月市議会定例会　本会議第5日（報告、質疑、討論、採決、閉会など）
22 火
23 水
24 木
25 金
26 土 図書館紙芝居の日
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木
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　「障害者週間」は、国民１人ひとりが障がい者の抱える問題について関心を持ち、理解を深めるとと

もに、障がい者自らが社会活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として定められています。

　障がい者、またはその家族の方たちの声を聞くことで理解を深め、すべての人が住み慣れた地域で

安心して暮らせる社会を実現するにはどうしたらよいか、みんなで考えていくことが大切です。

　皆さんのちょっとした気づかいが、障がい者の方が暮らしやすい街づくりにつながります。

　また、高浜市では地域生活支援事業など障がい者の方のためのさまざまなサービスを実施していま

す。関心のある方は、相談窓口を設けていますので問い合わせてください。

　ぜひ、この機会に障がい者問題などについて関心を持ち、何ができるかみんなで一緒に考えていき

ましょう。

　次のマークは障がいのある方に関するマークです。まち
のどこかで見かけたことがあると思いますが、どんな名前
で、どんな意味があるのでしょうか。考えてみましょう。

●答えは5ページをご覧ください。

12月３日㈭～９日㈬
「障害者週間」

問合せ先　いきいき広場内地域福祉グループ　☎52-9871

問題です
№１ №２ №３

№４ №５ №６
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○障がい者とは・・・
　	　障がい者とは、身体障がい、知的障がいまたは精神障がいがあるため、長期にわたり日常生活や社会生活に相当
な制限を受ける人のことを言います。	 	 	 	
　　◎市内の障がい者の人数（平成21年10月1日現在）	 	 	

身体障がい
視覚、聴覚または平衡機能、音声機
能・言語機能またはそしゃく機能、
肢体不自由と内部機能（心臓、腎臓、
呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、免
疫）に障がいがある人

発　達　障　が　い
自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障がい、学習障がい、注意欠陥多動性障がいその他これに類する脳
機能の障がいで、その症状が通常低年齢において発現し、日常生活や社会生活に制限を受ける状態にある人

高 次 脳 機 能 障 が い
事故・病気などによる頭部外傷、脳血管障がいなどによる脳の損傷の後遺症として、記憶障がい、注意障がい、遂行
機能障がい、社会的行動障がいなどの認知障がいが生じ、日常生活・社会生活への適応が困難となる人

知的障がい

知的機能の障がいが発達期（おおむ
ね18歳まで）にあらわれ、日常生
活に支障があるために、何らかの特
別な援助を必要とする状態にある人

精神障がい

統合失調症、精神作用物質（アルコ
ールや薬物）による急性中毒または
その依存症、その他の精神疾患があ
る人

○障がい者地域生活支援施設「みんなの家」（芳川町）

　	　障がい者が「おためし外泊」体験や、さまざまな生活訓練を通して、地域生活に向けての「不安」を「自信」に
変えていくための施設です。また、障がい者と地域住民の交流を通して、互いの理解を深めていくことを目的とし
た「地域の居場所」となる施設です。

利用できる方
　・市内在住の障がい者（家族や介護者と一緒に利用できます）
　・市内の障がい当事者団体
　・その他、市内在住者や市内に存する団体も利用できる場合があります。
利用方法
　 　年度ごとに登録を行う「登録利用」と、利用の度に申請を行う「随時
利用」があります。どちらの場合もいきいき広場内地域福祉グループで
申請が必要です。

使用料
　・登録利用者　　　　　　　　　　　　１年間　4,800円
　・随時利用者　宿泊以外の利用の場合　１時間　　100円
　　　　　　　　宿泊利用の場合　　　　１泊　　　900円

◆身体障がい者手帳交付者数 ◆療育手帳交付者数 ◆精神障がい者保健福祉手帳交付者数

視覚84人 聴覚・平衡
機能102人

内部
障がい
340人

肢体不自由
708人

計1,244人

音声・言語・
そしゃく機能
10人

C判定
（軽度）
65人

B判定
（中度）
77人 計257人

A判定
（重度）
115人

計150人

2級
92人

1級12人3級
46人
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12月3日㈭〜9日㈬「障害者週間」

○知っておこう！障がい者のマーク

名称 マークの意味

１
障害者のため
の国際シンボ
ルマーク

　障がいをもつ人々が容易に利用できる建物、施設であることを明確に示す世界共通の
シンボルマークです。
　建物の規定などマークの使用については、国際リハビリテーション協会の「使用指
針」により定められています。なお、このマークは、すべての障がい者を対象としたも
ので、とくに車イスを利用する障がい者を限定し使用されるものではありません。

２
身体障害者標
識（障害者マ
ーク）

　肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されている方が運転する自動車に貼る
マークで、道路交通法に定められています。自動車の運転に影響を及ぼすおそれがある
ときは、この標識を表示して運転するよう努めなければなりません。
　なお、やむを得ない場合を除き、このマークを付けた車両への幅寄せや割り込み行為
は禁止されています。

３
聴覚障害者シ
ンボルマーク

　聴覚障がいのコミュニケーションの円滑化を図るために国内で使用されているマーク
です。聴覚障がいの方は、見た目には分からないために、誤解されたりするなど、社会
生活をするうえで心配が少なくありません。預金通帳や診察券などに貼ったり、表示し
たりして利用します。

４
ほじょ犬マー
ク

　身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。
　身体障害者補助犬とは、盲導犬・介助犬・聴導犬のことを言います。
　「身体障害者補助犬法」が施行され、現在では公共の施設や交通機関はもちろん、デ
パートやスーパー、ホテル、レストランなどの民間施設でも身体障害者補助犬が同伴で
きるようになりました。補助犬はペットではありません。体の不自由な方の、体の一部
となって働いています。社会のマナーもきちんと訓練されていますし、衛生面でもきち
んと管理されています。お店の入口などでこのマークをみかけたり、補助犬を連れてい
る方を見かけた場合は、ご理解・ご協力をお願いいたします。

５
オストメイト
マーク

　人工肛門・人工膀胱を使用している方（オストメイト）のための設備があることを表
し、オストメイト対応トイレの入口・案内誘導プレートに表示されています。

６
ハートプラス
マーク

　「身体内部に障がいを持つ人」を表すマークです。
　身体内部(心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、免疫機能）の障がいをお持ち
の方は外見から分りにくいため、さまざまな誤解を受けることがあります。内部障がい
の方の中には、「電車などの優先席に座りたい」、「近辺での携帯電話使用を控えてほし
い」といったことをじっと我慢されている方がいます。
　このマークを着用されている方を見かけた場合は、内部障がいについて理解し、配慮
をお願いいたします。
※このマークは、内部障がいの方が自発的に使用するものです。法的拘束力はありません。

答え
№１ №２ №３ № 4 № 5 № 6
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平
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・
23
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請
要
領
の

配
布
が
始
ま
り
ま
す

　
高
浜
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設

計
・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

業
務
委
託
、
物
品
の
購
入
、
役
務
な
ど

の
委
託
、
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
へ
入
札
参

加
資
格
申
請
要
領
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

配
布
書
類

入
札
参
加
資
格
申
請
要
領

・
建
設
工
事

・
コ
ン
サ
ル

・
物
品
等

配 

布
期
間　
12
月
１
日
㈫
～
平
成
22
年

２
月
15
日
㈪
（
申
請
受
付
終
了
日
）

※	

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
㈫
～
平
成
22
年
１
月
３

日
㈰
）
は
除
く

配 

布
場
所　
契
約
検
査
グ
ル
ー
プ

※	

申
請
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

入
札
情
報
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
で
す
。

　

	http://w
w
w
.city.takaham

a.
lg
.jp
/g
rp
b
e
tu
/ke

iya
ku
/

shigoto/index.htm
l

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
方
法
と
期
間

①	

「
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
」

よ
り
電
子
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
建
設
・
コ
ン
サ
ル
関
係

　
	h
ttp
s://w

w
w
.c
h
o
ta
tsu

.
e-aichi.jp/portal/index.jsp

・
物
品
・
役
務
関
係

　

	http://w
w
w
.buppin.e-aichi.

jp/

②	

平
成
22
年
１
月
４
日
㈪
～
２
月
15
日
㈪

※	

市
役
所
の
窓
口
・
郵
送
に
よ
る
申
請

の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
市
役
所
契
約
検
査
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
317
・
339
）

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か

◆
平
成
22
年
１
月
診
療
分
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
枠
を
出
生
か
ら
中
学
卒

業
年
（
15
歳
）
の
３
月
31
日
ま
で
に
拡

大
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

に
は
、
10
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
と
子
ど

も
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
現
在
、
障

害
者
医
療
費
ま
た
は
母
子
家
庭
等
医
療

費
を
受
給
し
て
い
る
お
子
さ
ん
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。）

　
申
請
書
の
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
返
信
用
封
筒
に
て

速
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
書

を
返
送
し
た
場
合
は
、
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
の
交
付
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※	

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
市
役
所
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
227
・
217
）

医
療
費
控
除
を
受
け
る
前
に

子
育
て
支
援
医
療
費
の

請
求
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

　
所
得
税
の
確
定
申
告
で
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
の
医
療
費
を
医
療
費
控
除
と

し
て
申
請
す
る
予
定
の
方
は
、
平
成
21

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
受
診
分
の
子

育
て
支
援
医
療
費
の
申
請
を
平
成
22
年

１
月
中
に
、
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
子
育
て
支
援
医
療
費
制
度
は

平
成
21
年
12
月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

請
方
法　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※	

土
・
日
曜
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）
も
申
請
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

申 

請
時
の
持
ち
物　
①
医
療
機
関
な
ど

の
領
収
書
②
子
ど
も
の
保
険
証
③
認

め
印
④
通
帳
な
ど
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）
振
込
先
の
分
か
る
も
の
⑤

子
育
て
支
援
医
療
費
支
給
申
請
書
お

よ
び
明
細
書

※	

申
請
書
・
明
細
書
は
市
民
窓
口
グ
ル

ー
プ
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
役
所
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
227
・
217
）
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障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

会
社
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　
高
浜
市
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
を
利
用
で
き
る
会
社
が
新
た
に
１

件
加
わ
り
ま
し
た
。

追
加
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　
愛
知
み
ど
り
交
通

　
☎
41
―
２
４
２
４

問
合
せ
先

　

	

い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル
ー

プ
　
☎
52
―
９
８
７
１

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
役
所
情
報
管
理
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
329
）

問合せ先　市役所市民生活グループ　☎52-1111（内線263・264）

『高浜市みんなでまちをきれいにしよう条例』
　「高浜市みんなでまちをきれいにしよう条例」は、市民、事業者および市の役割を定めるとともに、禁止行為
と罰則、地域の自主的な美化活動に対する支援などを定めています。快適で清潔な暮らしを阻害する身近な問
題を防止し、きれいで住みやすい地域社会をつくりましょう。

環境美化推進地域を指定
　市民または事業者が積極的に環境美化活動に取り組む地域を、地域の方々の求めに基づき市が「環境美化推
進地域」として指定し、その地域の自主的な環境美化活動を支援していきます。

推進員と指導員が連携し、地域の環境美化活動を進めていきます。

環境美化推進員
地域の環境美化活動などの報告、普及および
啓発を行う『環境美化推進員』を、市民、事
業者のうちから市長が委嘱します。

遵守事項・禁止事項
①ごみステーション等の利用上のルールを規定
②	資源ごみ分別収集拠点からの資源再生物の持ち去りを禁止
③空き缶等、吸い殻等の放置、投棄を禁止
④回収容器の設置及び管理について規定
⑤犬、猫の管理について規定
⑥犬猫等のふんの放置、投棄を禁止
⑦土地の管理について規定
⑧落書きを禁止

罰則規定
②③⑥⑧の禁止事項について守られない場合は違反
者に対し罰則が課せられることがあります。

環境美化指導員
条例に規定された事項の指導、勧告および命
令に関することや地域の環境美化などの報告、
普及および啓発を行う『環境美化指導員』を
市職員から任命します。

環境美化推進員募集
　市では、きれいで住みやすい地域社会をつくるため、地域の環境美化活動や『環境美化指導員』（市職
員）とともに環境美化の普及啓発を行っていただく『環境美化推進員』を募集しています。
募集条件	：	１団体３人以上（事業者を含む）
募集期限	：	〔第２期募集〕12月28日㈪
申込方法	：	「環境美化推進員応募用紙」を記入のうえ、直接、市民生活グループへ申し込んでください。
応募用紙	：		市民生活グループ、または市公式ホームページの申請書ダウンロード（組織別検索で市民生

活グループを選択）から入手できます。
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情報ファイル

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

す
い
す
い
健
康
教
室

（
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
募
集

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
い
き
い
き
と
健
や
か
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
健
康
教
室
を
開
講

し
ま
す
。

　
今
回
の
教
室
で
は
、
初
回
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
２
回
目

か
ら
４
回
目
は
、
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
形
式
に
て
実
施
期
間
内
で
受
講

生
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
各
施
設
を

使
っ
た
り
、
運
動
教
室
に
参
加
す
る

教
室
と
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
初

回
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
説
明
し

ま
す
。

対 

象
者　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
16

歳
以
上
の
方
（
申
込
時
に
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
可
）

募 

集
期
間　
12
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

開 

講
日　
平
成
22
年
１
月
９
日
～
29

日
の
間
で
各
週
１
回

初
回
受
付　
午
後
６
時
30
分
～

と 

こ
ろ　
コ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

高
浜
（
図
書
館
西
100	

ｍ
）

受 

講
料　
500
円
（
納
付
方
法
は
、
別

途
開
講
案
内
で
通
知
し
ま
す
。
ま

た
、
受
講
料
納
入
後
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
し
て
も
返
還
で
き
ま
せ
ん
）

※	

プ
ー
ル
で
使
用
す
る
水
泳
帽
子
・

水
着
・
タ
オ
ル
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申 

込
方
法　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ

直
接
来
庁
す
る
か
、
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
262
・
261
）

国
保

布
製
の
干
支
を

作
り
ま
せ
ん
か

　
来
年
の
干
支
で
あ
る
寅
の
ぬ
い
ぐ

る
み
（
布
製
）
を
作
り
ま
す
。

と 

き　
12
月
13
日
㈰　
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
高
浜
エ
コ
ハ
ウ
ス
２
階

募 

集
人
数　
15
人
（
当
日
会
場
に
て

受
付
）

参
加
費　
布
代

講
師　
神
谷
八
重
子
先
生

問
合
せ
先

　
高
浜
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
女
性
部

・
神
谷　
☎
53
―
４
０
６
５　
　

・
山
本　
☎
53
―
０
５
８
４

募
集

第5期すいすい健康教室（フリートレーニング）

開講日 時間 内　　　　　　容
初回　1月９日㈯ 午後７時〜８時 オリエンテーション（運動の進め方）

２回目
３回目
４回目
　１月12日〜
　１月29日の
　期間内３回

午後７時30分
　　　　〜９時

フリートレーニング形式
※各１回

・レッツアスレジム
（マシンスタジオでの運動）

・スタジオレッスン
（エアロビクス・ヨガ・ストレッチ等）
・プールレッスン
（泳法・アクアビクス・自由遊泳等）
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情報ファイル

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

受
講
生
募
集

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
い
ら

な
く
な
っ
た
物
の
再
利
用
を
目
的
と

し
て
、
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

内 

容　
不
用
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を

利
用
し
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
作
り
ま
す
。

と 

き　
平
成
22
年
１
月
13
日
㈬
、
１

月
27
日
㈬
、
２
月
10
日
㈬
、
２
月

24
日
㈬
、
３
月
10
日
㈬　
午
前
10

時
15
分
～
午
後
0
時
15
分

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
師　
板
倉
佐
紀
子
氏

定
員　
18
人

受 

講
料　
無
料
（
た
だ
し
教
材
費
実

費
１
，
０
０
０
円
程
度
）

◆
衣
類
の
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

内 

容　
着
な
く
な
っ
た
着
物
で
ズ
ボ

ン
（
ニ
ュ
ー
パ
ン
ツ
）
を
作
り
ま

す
。

と 

き　
平
成
22
年
１
月
19
日
㈫
、
２

月
２
日
㈫
、
２
月
16
日
㈫
、
３
月

２
日
㈫
、
３
月
16
日
㈫　
午
前
10

時
15
分
～
午
後
0
時
15
分

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
師　
山
本
い
つ
子
氏

定
員　
18
人

受
講
料　
無
料

◆
エ
プ
ロ
ン
作
り
講
座

内 

容　
古
く
な
っ
た
傘
を
利
用
し
て
、

エ
プ
ロ
ン
と
ア
ー
ム
カ
バ
ー
を
作

り
ま
す
。

と 

き　
平
成
22
年
１
月
29
日
㈮
、
２

月
12
日
㈮
、
２
月
26
日
㈮
、
３
月

12
日
㈮　
午
前
10
時
15
分
～
午
後

0
時
15
分

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
師　
神
谷
八
重
子
氏

定
員　
18
人

受
講
料　
無
料

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

対
象　
市
内
在
住
在
勤
の
方

※	

前
年
度
と
同
じ
内
容
の
講
座
の
申

し
込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申 

込
方
法　
12
月
9
日
㈬
～
27
日
㈰

ま
で
の
間
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

開 

館
時
間　
火
～
日
曜
日　
午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
月
曜
休
館
）

問
合
せ
先　

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
53
―
５
３
７
９

冬
休
み
公
民
館
講
座

「
冬
休
み
親
子
で
楽
し
む

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

受
講
生
募
集

と
き　
12
月
23
日
㈬

・	

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

・	

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
各
20
組

参
加
賞　
１
組
２
，
１
０
０
円

※
１
人
追
加
に
つ
き
500
円
加
算
。

※	

申
込
時
に
参
加
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

申 

込
受
付　
12
月
６
日
㈰
午
前
９
時

よ
り
中
央
公
民
館
事
務
室
で
受
付

開
始
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

内 

容　

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

（
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
軽
食
・

お
や
つ
・
デ
ザ
ー
ト
な
ど
）

持 

ち
物　
ス
リ
ッ
パ
、
エ
プ
ロ
ン
、

ふ
き
ん
、
ケ
ー
キ
の
箱
（
20
㎝
）

問
合
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
52
―
５
０
０
１

愛
知
県
瓦
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
22
年
度
訓
練
生
募
集

　
働
き
な
が
ら
屋
根
施
工
技
能
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　
18
歳
以
上
で
39
歳
位
ま

で
の
方

◆
建
築
外
装
系
屋
根
施
工
科
（
エ
ン

ジ  

ニ
ア
コ
ー
ス
）　
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
方
（
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
。

◆
建
築
外
装
系
屋
根
施
工
科
（
マ
ネ

ジ 

メ
ン
ト
コ
ー
ス
）　

大
学
・
短

大
・
専
門
校
を
卒
業
し
た
方
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同
程

度
の
学
力
を
有
す
る
方
。

訓 

練
期
間　
１
年
間
（
４
月
１
日
～

３
月
31
日
）

訓 

練
内
容　
集
合
訓
練
（
訓
練
校
で

の
訓
練
）
、
応
用
実
技
訓
練
（
事

業
所
で
の
実
務
訓
練
）

※	

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
訓
練
日
数
な
ど

が
異
な
り
ま
す
。

申 

込
方
法　
入
校
願
書
・
写
真
・
健

康
診
断
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

※	

事
前
に
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

	

愛
知
県
瓦
協
会
事
務
局
（
田
戸
町

一
丁
目
）

　
☎
52
―
９
８
０
０

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
「
電
話
音
声
お
よ
び
フ
ァ
ク
ス
」

に
よ
る
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
11
月
30
日
を
も
っ
て
、

終
了
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話
サ

イ
ト
を
含
む
）
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
も
引
き
続
き
時
期
に
応
じ
た
税

情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

か
ら
の
利
用
が
便
利
で
す
）

　
ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相

談
は
、
お
近
く
の
税
務
署
に
電
話
の

う
え
、
音
声
案
内
に
従
い
「
１
番
」

を
選
択
す
れ
ば
、
国
税
局
の
「
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
刈
谷
税
務
署

　
☎
21
―
６
２
１
１

受
付
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１
月
・
２
月
講
座

受
講
生
募
集

・	

受
講
予
約
は
、
開
講
日
の
１
か
月

前
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
（
受
付
日
が
、
土
・
日

曜
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開
館

日
）

・	

先
着
順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。

・	

受
講
申
込
書
を
開
講
日
に
合
わ
せ

て
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
受
講

申
込
書
と
受
講
料
を
当
セ
ン
タ
ー

ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
指

定
期
日
は
、
申
込
書
に
添
付
し
て

あ
り
ま
す
。

・	

受
講
料
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
都
合
に

よ
り
講
座
が
開
講
で
き
な
い
場
合

は
、
お
返
し
し
ま
す
。

・	

テ
キ
ス
ト
代
・
教
材
費
は
、
受
講

料
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　

	

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
衣
浦
技
能
ア
カ
デ
ミ
ー
）

　
☎
52
―
５
３
１
１

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

コ　ー　ス　名 回　数 開　講　日 開講時間 受講料 定員 募集期間

★CAD講座★　AutoCAD（２次元）を熟知されている方が対象です。

AutoCAD（3次元）基礎コース 全10回 1月13日〜2月12日
（毎週水・金曜日） 19:00‐21:00 39,000円 10人 12月14日〜

12月26日

★パソコン講座★　Access上級コース修了程度の方が対象です。

Accessシステム構築
（実務応用）コース 全6回 2月13日〜3月20日

（毎週土曜日） 13:00‐16:00 19,000円 6人 1月13日〜
2月5日

★大正琴講座★　童謡から歌謡曲まで、幅広い曲を演奏します。音符を知らない方でも、大丈夫です。

初級コース 毎月第	1・2・3	土曜日 10:00‐11:30 月謝	3,000円 20人 随　　時

★アートフラワー講座★　コサージ、ブーケなど、白い布を染めて四季折々の花を作ります。

初級コース 毎月第	1・3	土曜日 10:30‐12:30 月謝	2,000円 20人 随　　時

★絵画講座★　紙の上に「しっくい」を塗り、日本画で使う「顔料」と「にかわ」を使って絵を描きます。初心者の方も大丈夫です。

フレスコ画を描いてみよう 毎月第2・4土曜日 14:00-16:00 月謝	3,000円 15人 随　時

★アロマテラピー講座★
　日本の伝統文化に根付いている行事、香りなど、和の暮らしを学びながらアロマテラピーやクラフトなどを学びます。

和の暮らしとアロマテラピー 毎月第２金曜日 19:00-21:00 月謝	2,000円 20人 随　時

衣
浦
衛
生
組
合

財
政
状
況
の
公
表

　
衣
浦
衛
生
組
合
で
は
、
年
２
回
財

政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
高
浜
市
・
碧
南
市
か
ら
の

分
担
金
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
、
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
９
月
30
日
現
在
の
同
年

度
上
半
期
の
執
行
状
況
を
始
め
、
組

合
財
産
の
現
況
、
組
合
債
の
残
高
な

ど
で
す
。

問
合
せ
先

　
衣
浦
衛
生
組
合　

　
☎
41
―
３
４
７
９

組合財産の状況
（9月30日現在）
○土地　49,695.740㎡
○建物（延面積）
　21,291.623㎡
○物品　15点

組合債の状況（9月30日現在）
区　　　　分 現在高（千円）

１	ごみ処理施設建設 226,060
２	リサイクルプラザ施設建設 35,474
３	余熱利用施設建設 108,220
合　　　　　　計 369,754

平成21年度一般会計歳入歳出予算執行状況 ※	予算現額は、9月補正分まで、収入、支出済額
は、平成21年9月30日現在で出納調書による。

歳　　　　　入 歳　　　　　出

科目（款）予算現額（Ａ）（千円）
構成比
（％）

収入済額
（Ｂ）（千円）

収入率
(B/A×100)
（％）

科目（款）予算現額（Ａ）（千円）
構成比
（％）

支出済額
（Ｂ）（千円）

執行率
(B/A×100)
（％）

１	分担金
および負担金 2,101,105 89.4	 640,558 30.5 １	議会費 907 0.1	 429 47.3

２	使用料
および手数料 187,589 8.0	 84,942 45.3 ２	総務費 96,819 4.1	 40,457 41.8

３	繰越金 46,000 2.0	 83,309 181.1 ３	衛生費 1,847,394 78.7	 513,798 27.8

４	諸収入 13,687 0.6	 7,745 56.6 ４	公債費 400,261 17.0	 200,157 50.0

５	予備費 3,000 0.1	 0 0.0

合　　計 2,348,381 100.0	 816,554 34.8 合　　計 2,348,381 100.0	 754,841 32.1
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消
防

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

と 

こ
ろ　
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋

市
東
区
上
竪
杉
町
１
番
地
）

受 

講
申
請
書
な
ど
の
配
布
窓
口　
消

防
署
（
予
防
係
）
、
県
民
生
活
プ

ラ
ザ

※	

12
月
11
日
㈮
か
ら
申
請
書
を
配
布

し
ま
す
。

受 

講
手
数
料　
４
，
７
０
０
円
（
愛

知
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
）

受 

付
方
法　
受
付
期
間
内
に
所
定
の

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・	

㈳
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合

会
　
☎
052
―
961
―
６
６
２
３

・	

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局　
予

防
課
危
険
物
係

　
☎
０
５
６
６
―
63
―
０
１
３
７

衣
浦
東
部
広
域
連
合

財
政
状
況
の
公
表

　
広
域
連
合
で
は
、
毎
年
５
月
と
11

月
の
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

	

今
回
は
、
９
月
30
日
現
在
の
平
成

21
年
度
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

広
域
連
合
所
有
財
産

（
土
地
）
２
８
５.
９
８
㎡

（
建
物
）
２
万
７
４.
６
０
㎡

問
合
せ
先

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
総
務
課

　
☎
63
―
０
１
３
１

平成21年度一般会計予算執行状況

広域連合債の現在高（消防債）

会場 知立消防署 碧南消防署 安城消防署
講習会名 小児・乳児応急手当講習会 普通救命講習会Ⅰ 普通救命講習会Ⅰ
開催日 12月19日㈯ 12月20日㈰ 12月13日㈰
開催時間 午前9時〜11時 午前9時〜正午 午前9時〜正午
定　員 先着20人 先着20人 先着20人
申込先
・
詳細

無料
12月5日㈯午前9時から募集開始
☎81-4144　救急係へ

無料
12月5日㈯午前9時から募集開始
☎41-2625　救急係へ

無料
12月5日㈯午前9時から募集開始
☎75-2494　救急係へ

対象者 碧海5市在住・在勤の方　※いずれの会場でも受講できます。

救
命
講
習
会

講習日
講習種別 受付期間

給油取扱所 特定事業所 一　　般

平成22年
１月８日㈮か
ら１月14日㈭
まで

２月２日㈫ 午　後 午　前
〃	 ３日㈬ 午　前 午　後
〃	 ４日㈭ 午　後 午　前
〃	 ５日㈮ 午　前 午　後
〃	 ９日㈫ 午　後
〃10日㈬ 午前・午後

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
か
は
ま
つ
ば
さ
会

　

	

愛
知
県
自
動
車
整
備
振
興
会

　
高
浜
支
部

区　分 現在高（千円） 構成比
市　別 112,972 100.0%

碧南市分 4,172 3.7%
刈谷市分 42,430 37.6%
安城市分 49,086 43.4%
知立市分 0 0.0%
高浜市分 17,284 15.3%

借入先別 112,972 100.0%
愛知県都市職員共済組合 85,449 75.6%
地方公務員共済組合連合会 1,330 1.2%
信用金庫など 26,193 23.2%

歳入 （千円）

歳出 （千円）

科　目 予算現額 収入済額 構成比 収入率
分担金および負担金 4,823,907 2,246,561 94.6% 46.6%
使用料および手数料 10,510 5,148 0.2% 49.0%
国庫支出金 22,250 0 0.0% 0.0%
財 産 収 入 1 0 0.0% 0.0%
寄　附　金 1 0 0.0% 0.0%
繰　越　金 117,441 117,441 5.0% 100.0%
諸　収　入 12,190 5,385 0.2% 44.2%

計 4,986,300 2,374,535 100.0% 47.6%

科　目 予算現額 支出済額 構成比 執行率
議　会　費 2,150 679 0.0% 31.6%
総　務　費 237,064 111,082 5.3% 46.9%
消　防　費 4,706,947 1,964,080 94.2% 41.7%
公　債　費 20,139 9,856 0.5% 48.9%
予　備　費 20,000 0 0.0% 0.0%
計 4,986,300 2,085,697 100.0% 41.8%
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12
月
の
休
館
日

　
１
日
㈫
、
８
日
㈫
、
15
日
㈫
、
22

日
㈫
、
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰　

紙
芝
居
の
日

と 

き　
12
月
５
日
㈯
、
26
日
㈯　
午

後
２
時
30
分
～
３
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　
土
よ
う
お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

と 

き　
12
月
12
日
㈯　
午
後
２
時
30

分
～
３
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　
ト
キ
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

と 

き　
12
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
30

分
～
４
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

内 

容　
え
ほ
ん
の
読
み
聞
か
せ
、大
型

紙
芝
居
の
上
演
、手
品
、工
作
ほ
か

対 

象　
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
、
小

学
生

定
員　
50
人

参
加
費　
無
料

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の

ひ
と
と
き

と 

き　
12
月
３
日
㈭　
午
後
１
時
～

２
時

と
こ
ろ　
吉
浜
公
民
館
１
階
和
室

内 

容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
赤
ち

ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
、
工
作
、
読
書

相
談

対
象　
０
～
２
歳
児
と
保
護
者

読
み
手　
マ
ザ
リ
ー
ズ

し
か
け
絵
本
の
展
示

　
普
段
貸
出
し
て
い
な
い
し
か
け
絵

本
を
展
示
し
ま
す
。

　
立
体
で
飛
び
出
す
絵
本
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
し
か
け
を
実
際
に
触
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
展
示
に
合
わ
せ
て
、
し
か
け
絵
本

の
お
は
な
し
会
、
と
び
だ
す
カ
ー
ド

の
工
作
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

と 

き　
12
月
３
日
㈭
～
16
日
㈬

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

対
象　
児
童
・
一
般
（
無
料
）

お
は
な
し
会

「
し
か
け
絵
本
を
楽
し
も
う
」

と 

き　
12
月
６
日
㈰
、
13
日
㈰　
午

後
２
時
30
分
～
３
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

対
象　
幼
児
～
小
学
生

読
み
手　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

工
作
教
室

「
と
び
だ
す
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」

と 

き　
12
月
６
日
㈰
、
13
日
㈰　
午

後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

と 
こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

対 

象
・
定
員　
ど
な
た
で
も
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）
20
人

※	

参
加
は
無
料
で
す
。
材
料
が
な
く

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

え
ほ
ん
の
森

　
読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・	

月
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会
）

・	

水
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
乳
児
向
け
お
は
な
し

会
）

・	

金
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
乳
児
向
け
お
は
な
し

会
）

・	

土
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会
）

対
象　
「
え
ほ
ん
の
森
」
利
用
者

読
み
手　
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

「
あ
ん
よ
☆
あ
ん
よ
」

と 

き　
12
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日
（
毎
週
月
曜
日
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室

内 

容　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
絵
本
の
紹
介
、
読
書
指
導

対
象　
０
歳
～
３
歳
児
と
保
護
者

読
み
手　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

子
ど
も
お
は
な
し
会

「
よ
む
♪
よ
む
」

と 

き　
12
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
（
毎
週
日
曜
日
）
午
後
２
時

～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室

内 

容　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
絵
本
の
紹
介

対
象　
幼
児
～
小
学
生

読
み
手　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　
図
書
館

　
☎
52
―
０
２
４
０

衣
浦
・
知
多
地
域
職
業
訓
練
施
設

も
の
づ
く
り

体
験
フ
ェ
ア
in
高
浜

　
も
の
づ
く
り
体
験
フ
ェ
ア
は
、
衣

浦
・
知
多
地
域
職
業
訓
練
施
設
の
訓

練
生
実
習
作
品
を
展
示
即
売
・
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
を
併
せ
て
行
う
こ

と
に
よ
り
職
業
訓
練
を
理
解
し
、
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

と 

き　
12
月
13
日
㈰　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

内
容

・
訓
練
生
の
作
品
展
示
お
よ
び
販
売

・
職
業
能
力
開
発
事
業
の
紹
介

・
来
場
者
に
よ
る
体
験
お
よ
び
実
演

・
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
入
場
無
料
・
駐
車
場
あ
り
。

問
合
せ
先

　
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
53
―
０
０
３
１

図
書
館
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児
童
セ
ン
タ
ー

合
同
も
ち
つ
き
会

　
も
ち
つ
き
を
体
験
し
て
、
つ
き
た

て
の
お
も
ち
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

と
き　
平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

・	

１
部　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
45

分
・	

２
部　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
0

時
45
分

と
こ
ろ　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

対 

象　
幼
児
、
小
学
生
、
そ
の
保
護

者
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）　

定
員　
１
部
60
人
、
２
部
60
人

材
料
費　
200
円

内 

容　
「
き
ね
」
と
「
う
す
」
で
、

も
ち
つ
き
体
験

持
ち
物　
水
筒

申 

込
期
間
・
方
法　
12
月
５
日
㈯
～

21
日
㈪
に
、
材
料
費
を
添
え
て
各

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

・
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
５
１
２
６

・
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
３
０
１
４

・
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
１
０
１
９

・
翼
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
54
―
２
８
３
３

ク
ッ
キ
ー
作
り

　
お
い
し
い
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
。
み

ん
な
で
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

と 

き　
12
月
19
日
㈯　
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生
20
人

材
料
費　
100
円

内 

容　
生
地
か
ら
ク
ッ
キ
ー
を
作
り

ま
す
。

持 

ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ボ

ー
ル
、
ご
飯
し
ゃ
も
じ
、
泡
た
て

器
申 

込
期
間
・
方
法　
12
月
５
日
㈯
～

12
日
㈯
に
、
材
料
費
を
添
え
て
東

海
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
５
１
２
６

　
第
２
回
オ
セ
ロ
大
会

　
友
達
と
オ
セ
ロ
の
対
戦
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

と 

き　
12
月
25
日
㈮　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と 

こ
ろ　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
、
吉

浜
児
童
セ
ン
タ
ー

対 
象
・
定
員　
両
児
童
セ
ン
タ
ー
と

も
小
学
生
20
人

参
加
費　
無
料

内
容　
４
人
と
オ
セ
ロ
対
戦

持
ち
物　
水
筒

申 

込
期
間
・
方
法　
12
月
５
日
㈯
～

12
日
㈯
に
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

第
１
回
に
参
加
し
た
方
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ
先

・
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
５
１
２
６

・
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
１
０
１
９

第
２
回
ギ
ネ
ス
大
会

　
児
童
セ
ン
タ
ー
の
ギ
ネ
ス
記
録
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と 

き　
12
月
25
日
㈮　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生
20
人

参
加
費　
無
料

内 

容　
缶
た
て
、
片
足
立
ち
、
ピ
ン

球
上
げ
、
豆
つ
か
み

申 

込
期
間
・
方
法　
12
月
12
日
㈯
～

19
日
㈯
に
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
３
０
１
４

３
Ｂ
体
操

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
心
と
体

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

と 

き　
12
月
25
日
㈮　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生　
20
人

参
加
費　
無
料

内 

容　
３
Ｂ
体
操
の
道
具
を
使
っ
て

運
動
す
る
。

持
ち
物　
水
筒

申 

込
期
間
・
方
法　
12
月
９
日
㈬
～

19
日
㈯
に
、
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
み
の
受
付
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
54
―
２
８
３
３

児
童

セ
ン
タ
ー
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「
ひ
な
ま
つ
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
人
形
」

受
講
者
募
集

　
か
わ
ら
美
術
館
で
は
、
ひ
な
人
形

づ
く
り
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
陶
芸
創
作
室
講
師
と
一
緒
に
、
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ひ
な
人
形
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と 

き　
１
月
10
日
㈰　
午
前
９
時
30

分
～
正
午

と 

こ
ろ　
か
わ
ら
美
術
館
２
階
陶
芸

創
作
室

定
員　
20
人

受 

講
料　
高
校
生
以
上
１
，
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
500
円

申 

込
方
法　
12
月
６
日
㈰
午
前
９
時

よ
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
ま

た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま

す
。
（
先
着
順
）

中
級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室

受
講
者
募
集

　
上
半
期
に
引
き
続
き
、
人
気
の
電

動
ロ
ク
ロ
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　
今
回
は
初
級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室

修
了
者
を
対
象
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
制
作
技
術
を
習
得
で
き
る
中

級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
木
・
金
コ
ー
ス
と
土
・
日
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
コ

ー
ス
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

・ 

Ａ
コ
ー
ス
（
木
・
金
）
平
成
22
年

１
月
７
日
㈭
、
８
日
㈮
、
14
日
㈭
、

15
日
㈮
、
21
日
㈭
、
22
日
㈮
、
２

月
５
日
㈮
、
３
月
５
日
㈮
の
全
８

回
・ 
Ｂ
コ
ー
ス
（
土
・
日
）
平
成
22
年

１
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
、
16
日
㈯
、

17
日
㈰
、
23
日
㈯
、
24
日
㈰
、
２

月
６
日
㈯
、
３
月
６
日
㈯
の
全
８

回
時 

間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

	

（
最
終
日
の
み
午
前
９
時
30
分
～

正
午
）

と 

こ
ろ　
か
わ
ら
美
術
館
２
階
陶
芸

創
作
室

定
員　
各
コ
ー
ス
と
も
14
人

受
講
料　
８
，
８
０
０
円

申 

込
方
法　
12
月
６
日
㈰
午
前
９
時

よ
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
ま

た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま

す
。
（
先
着
順
）

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　
か
わ
ら
美
術
館

　
☎
52
―
３
３
６
６

　
Fax	

52
―
８
１
０
０

■
■
■
■	

安
城
市	

■
■
■
■

デ
ン
パ
ー
ク

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
X 

m 

a 

s
」

　
花
の
大
温
室
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ

ス
で
は
、
本
物
の
モ
ミ
の
木
を
使
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
で
で
き
た
ツ
リ
ー
が
登
場
し
デ

ン
マ
ー
ク
の
街
並
み
を
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ラ
ー
に
染
め
上
げ
ま
す
。

期
間　
11
月
21
日
㈯
～
12
月
25
日
㈮

※	

12
月
５
日
㈯
か
ら
は
ナ
イ
タ
ー
営

業
。
月
～
木
曜
日
は
夜
８
時
ま
で
、

金
・
土
・
日
曜
日
お
よ
び
18
～
25

日
は
夜
９
時
ま
で
開
園
し
ま
す
。

休
園
日　
毎
週
火
曜
日

※	

12
月
は
９
日
～
25
日
ま
で
休
ま
ず

営
業
。
26
日
～
翌
年
１
月
１
日
ま

で
休
園
。

問
合
せ
先

　
デ
ン
パ
ー
ク

　
☎
92
―
７
１
１
１

■
■
■
■	

碧
南
市	

■
■
■
■

き
ら
き
ら
ウ
ォ
ー
ク

と 

き　
12
月
23
日
㈬　
午
後
５
時
～

９
時

と 

こ
ろ　
久
沓
公
園
、
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
、
キ
ネ
マ
通
り
、
水
門
橋
南

西
、
市
役
所
東
駐
車
場
な
ど

内 

容　
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
の
ほ
か
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
街
を
飾
り

ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と 

き　
12
月
１
日
㈫
～
27
日
㈰　
午

後
５
時
～
11
時

と 
こ
ろ　
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
北
信
号

交
差
点
～
碧
南
市
民
図
書
館
南
交

差
点
（
け
や
き
並
木
約
150
ｍ
）

交 

通　
名
鉄
三
河
線
「
北
新
川
駅
」

下
車
、
徒
歩
約
５
分
（
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
会
場
ま
で
）

問
合
せ
先

　
碧
南
市
役
所
地
域
協
働
課

　
☎
41
―
３
３
１
１
（
内
線
293
・
294
）

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
そ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

	

名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部
内

岡
崎
検
察
審
査
会
事
務
局　

　
☎
０
５
６
４
―
51
―
５
７
９
３

か
わ
ら

美
術
館

西
三
河
８
市

イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

そ
の
他
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PREFEITURA  DE 
TAKAHAMA  INFORMA

A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS 
DIARIAMENTE(INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS) 08:30hs ÀS 17:15hs NO SETOR SHIMIN SEIKATSU GURUPU,
AO LADO DE ENTRADA PRINCIPAL TEL.52-1111 r.265

◆ As consultas médicas gratuitas se expandirá à partir de Janeiro de 2009, do 
nascimento até o término do ensino médio(15 anos).

SUBSÍDIO DE APOIO À CRIAÇÃO DOS FILHOS
（Do ano fiscal 21）

BIBLIOTECA 　EXPOSIÇÃO DE LIVROS ILUSTRADOS E SURPREENDENTES.

WORKSHOP「VAMOS FAZER CARTÕES DE NATAL TRIDIMENSIONAIS」

Foram enviados formulários no final de Outubro para as famílias onde se encontram crianças da idade alvo.
(Mas crianças com o cartão de beneficiário de deficientes e mãe arrimo de família não se enquadram)
A inscrição já passou do prazo, portanto entregue o quanto antes por favor.
※Se não recebeu o formulário por favor entre em contato

INFORMAÇÕES
Balcão Shimin Madoguchi Gurupu　TEL (0566)52-1111 (ramal 227・217)

AVISO DA SUSPENSÃO
Foi publicado no Informativo do dia 1º de Outubro mas, a aplicação foi interrompida por decisão do país.
Sua finalidade será de poder promover medidas para um plano novo de subsídio infantil [apoio na educação dos 
filhos],muito obrigado pela compreensão.
Pedimos desculpas a todos inclusive aos beneficiários pela inconveniência.

INFORMAÇÕES
Prefeitura de Takahama Balcão Kodomo Ikusei Gurupu
TEL (0566)52-1111（ramal 362）

Serão exibidos livros que usualmente não são emprestados.
Além poder ver os personagens saltando das páginas com formatos tridimensionais, você poderá desfrutar ao toque 
diferente.
Junto da exposição teremos conferências e workshop dos livros.

DATA　dia 3(5ª–feira) ~ 16(4ª–feira) de Dezembro 
LOCAL　Biblioteca de apoio à leituradas crianças「EHON NO MORI」
PÚBLICO ALVO　Crianças・Geral（Gratuito）

DATA　dia 6 (dom), 13 (dom)　Das 15:30 ～ 16:30
LOCAL　 Biblioteca de apoio à leitura das crianças「EHON NO MORI」
PÚBLICO ALVO・Nº PERMITIDO 　Crianças pequenas (acompanhados do responsável) ～
Geral・20pessoas
※A participação é gratuita. Finalizaremos de acordo com o término dos materias.

INFORMAÇÕES
BIBLIOTECA　　TEL 52-0240

子ども医療費受給者証　交付申請はお済みですか

子育て応援特別手当（平成21年度版）執行停止のお知らせ

図書館　しかけ絵本の展示

工作教室「とびだすクリスマスカードを作ろう」
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市
役
所
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
を
毎
月
１
日
号
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
21
年
度
版
）

執
行
停
止
の
お
知
ら
せ

　
10
月
１
日
号
広
報
で
案
内
し
ま
し

た
が
、
国
の
決
定
に
よ
り
執
行
が
停

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
趣
旨
を
活
か
し
つ
つ
、
よ
り

充
実
し
た
新
し
い
「
子
ど
も
手
当
」

の
創
設
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
を
推

進
す
る
た
め
の
措
置
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

大
人
と
子
ど
も
の
意
識
の
ズ
レ

を
４
コ
マ
漫
画
に
し
ま
す
。

　
４
コ
マ
漫
画
『
大
人
も　
子
ど
も

も
』
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
も
と
に
、

市
内
在
住
の
漫
画
家
た
か
は
ま
こ
さ

ん
に
描
い
て
い
た
だ
き
、
連
載
を
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
大
人
と
子
ど
も
の
意

識
が
ズ
レ
て
い
る
と
感
じ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

た
か
は
ま
こ
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
色

紙
を
お
送
り
し
ま
す

応 

募
方
法　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
メ
ー
ル
の
本
文
で
送
っ
て

も
大
丈
夫
で
す
。
そ
の
他
、
紙
ま

た
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
な
ど
に
よ
り

文
章
化
し
た
も
の
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
応
募

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
市
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ

　

	

〒
444
―
１
３
９
８　
高
浜
市
青
木

町
四
丁
目
１
番
地
２

　

	

FAX	

52
―
１
１
１
０
（
余
白
に
「
こ

ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
宛
」
と
ご
記

入
く
だ
さ
い
。）

　

	E
-m
a
il:ik

u
s
e
i@
c
ity.

takaham
a.lg.jp

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の

月
か
わ
り
レ
シ
ピ

　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
さ
つ
ま
い
も
の
サ
ラ
ダ

材 

料　
さ
つ
ま
い
も
45
ｇ
、
き
ゅ
う

り
10
ｇ
、
に
ん
じ
ん
５
ｇ
、
り
ん

ご
10
ｇ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
８
ｇ

作
り
方	

①	

さ
つ
ま
い
も
は
皮
を
む
き
、
輪
切
り

に
し
て
蒸
し
、
熱
い
う
ち
に
つ
ぶ
す
。

問合せ先　市役所こども育成グループ
　　　　　☎52‐1111（内線362）
　　　　　FAX	52‐1110
E-mail　 ikusei@city.takahama.lg.jp

子育ち・子育て
支援情報

今回は磯村かをりさんからのエピソードです。

55

②	

き
ゅ
う
り
は
半
月
切
り
、
に
ん
じ

ん
と
り
ん
ご
は
い
ち
ょ
う
切
り
に

す
る
。

③	

き
ゅ
う
り
と
に
ん
じ
ん
を
ゆ
で
、

水
気
を
し
ぼ
る
。

④	

全
て
の
材
料
が
冷
め
た
ら
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
で
和
え
る
。

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言

生
の
さ
つ
ま
い
も
は
寒
い
所
が

苦
手
だ
か
ら
、
冷
蔵
庫
に
は
入

れ
な
い
で
ね
。
保
存
す
る
時
は
、

新
聞
紙
に
包
ん
で
暗
い
所
に
置

く
ん
だ
よ
。
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2009カワラッキー賞 入賞作品紹介

一般部門

　カワラッキー賞は、高浜市こども食育推進協議会が、食育のすぐれた取り組
みを表彰するものです。小学生を対象とした夏休みの自由研究部門では59点、
一般部門では９点の応募がありました。今年度は、18点の作品が入賞し、11
月22日㈰に開催された農業まつりで、作品展示や表彰が行われました。カワ
ラッキー賞に選ばれた作品をご紹介します。

高浜市こども食育マスコットキャラクターのかわら食人カワラッキ
ーのＰＲのために、カワラッキーのデザインを参考に、フェルトで
カワラッキーのマスコットをつくりました。学校の栄養士さんなど
に常に身に着けてもらい、学校での食育に活用していただいていま
す。また、型紙も提供し、多くの人に作っていただきました。

「カフェ＆ベーカリーふるふる」
では、安心安全な食の提供を目
指し、こだわりのパンや料理を
提供しています。また、カワラ
ッキーラスクを考案し、その普
及に協力しています。

食を通じて「共育（きょういく）」を
テーマに農家の方にご協力をいただ
き、子どもたちと大豆の種を蒔き、
収穫した大豆で豆腐を作ります。高
浜市の食育ガイドラインの内容を取
り入れ、ジャガイモの苗植え、枝豆
収穫なども行っています。

お豆腐作り

カワラッキーラスク

カワラッキー弁当

カワラッキーの弁当箱に、地元
食材をふんだんに使った食育お
子様弁当を考案し、カワラッキ
ーと食の関連性をPRすること
に努めました。専門調理師とし
て、食育ボランティアにも登録
しています。

だいずきっず倶楽部さん
「大豆を題材にした青空教室
『だいずきっず倶楽部』」

　～共に育つ環境作りの種を植えよう～

近藤浩樹さん「カワラッキー弁当の考案ほか」

宇佐見直美さん「カワラッキーのマスコット製作」

のりのりフットワークの会さん「安心・安全な食の提供」

カワラッキー賞

特別賞

17 広報たかはま　H21.12.1



2009カワラッキー賞 入賞作品紹介

手作りカワラッキー
メニュー
カワラッキーの形のメニ
ューを考えて作りました。

4年2組
　杉浦　未夢さん

　夏休みの自由研究部門

翼小

カワラッキーの時計
高浜市はやきものの町でもあります。やきもの

でカワラッキーの時計を作りました。作り方の

工程を写真と文でまとめました。

3
年
3
組

　
伊
藤
　
駿
之
介
さ
ん

ハンバーガーづくり
自分でパン生地作りからやりました。

１
年
１
組

　
奥
谷
　
沙
那
さ
ん

鶏の研究
鶏の研究の内容は、鶏のしくみや、どんなエサ

を食べるの？などの研究です。

6
年
3
組

　
太
田
　
佳
那
子
さ
ん

高浜小

はじめてのおりょうりわたしは　おりょうりきょうしつに　かよっています。きょうしつでならったことのなかで、よくおぼえていることと、はじめて　いえで　つくった「わたしのカレー」を　まとめました。

１
年
2
組

　
浅
田
　
美
海
さ
ん

公園の水はおいしいか？ふだん遊びにいく公園の水の残留塩素と硬度を調べて、どこが一番おいしいか調べました。

6
年
3
組

　
岡
野
　
志
保
さ
ん

たまごのからざいく
おじいちゃんにたまごのからでかわらっきーをつくることをおしえてもらった。

１
年
4
組

　
枡
田
　
琉
仁
さ
ん

吉浜小

広報たかはま　H21.12.1 18



ひいばあちゃんの
長じゅりょうりを
つくる！！
元気に長生きしてほ
しいので体にいいメ
ニューをけんきゅう
しました。

2年2組
　海方　ゆきのさん

カワラッキーのランチョンマット
たまごのからをつかってつくりました。

2
年
3
組

　
石
原
　
彩
希
さ
ん

子育ち・子育て支援情報 55 

カワラッキーのキャラべんを作ろう！！

夏野さい、地元の食ざい、きょう
土りょう理を

調べて、大すきなかわいいカワラ
ッキーのキャ

ラべんを作りました。

3
年
１
組

　
川
角
　
柚
乃
さ
ん

カワラッキー
クッション（三兄弟）
クッション

5年１組
　鈴木　健心さん

やさいのリサイクル
やさいのヘタを11日間水につけ

て育てました。

やさいのしゅるいは、にんじん、
だいこん、ネ

ギです。

3
年
3
組

　
鎌
谷
　
小
夏
さ
ん

高取小

じゃがいもでりょうりつくったよおばあさんがたくさんじゃがいもをつくってくれました。そのじゃがいもをつかってフライドポテト、ポテトチップス、カレー、肉じゃが、コロッケをつくってみました。

2
年
１
組

　
間
瀬
　
太
智
さ
ん

かわらっきーの
エコバッグ
リサイクル品でエコバックを作ろうと思い、はかなくなったジーパンを切ってバッグを作りました。持ち手のところは、使わなくなったバッグを利用しました。ぬのにかわらっきーの絵をかいて「かわらっきーバッグ」にしました。

4年１組
　池本　光さん

おいしいごはん
おいしいごはんのつくり方をしらべて、じっさいにつくった。

2
年
１
組

　
荒
木
　
俊
人
さ
ん

港小

19 広報たかはま　H21.12.1



　高浜市と東浦町を結んだ渡し舟「藤江の渡し」。衣浦大橋の
完成に伴い廃止されたこの渡し舟を、郷土の歴史と文化を後世
に伝えるために渡し場かもめ会が毎年再現しています。先日挙
式したばかりの新郎新婦が仲人と共に船に乗り、洋上で三三九
度を交わしました。歴史や文化と共に、新郎新婦の幸せそうな
顔もずっと続いてゆくことでしょう。

　高浜市の姉妹都市がどこにあるかご存知ですか？国道
419号の起点、岐阜県瑞浪市です。（高浜市には終点があります）爽やかな
秋晴れのもと、瑞浪市の親子31人が高浜市へ訪れNPOポート高浜が主催
する交流行事に参加しました。
　行事の目玉は海上でのハゼ釣りです。クルーザーに乗船し心地よい潮風を
受けながら１匹２匹…と次々と釣り上げ、今晩のおかずと楽しい思い出がお
土産となりました。

第17回
芳川渡し場まつり

高浜へようこそ 
瑞浪市ハゼ釣り交流会

　よしいけ保育園の園庭か
ら、魚の焼けるいい匂い。今日の昼ごはんは
炭火で焼いたサンマです。目の前で丸ごと焼
かれるサンマに興味津々の子、焼けるのはま
だかなと待ち遠しそうに覗き込む子。自分で
上手に骨を取りながら、大根おろしを添えて
おいしくいただきました。

　「高浜南部保育園子育て支援センターで子どもがお世
話になった恩返しを、何かできないだろうか･･･。」ということがきっか
けで、ボランティアグループ「おやつの会」が結成されました。
　この日は、子育て支援センターを利用している親子約10組が集まり、
おやつの会手作りのお豆腐白玉だんごをおいしそうに食べていました。

みんなで味わう 
秋の味覚

お世話になった施設への恩返し
おやつの会～ほっと一息ティータイム～

10/27
（火）

11/2
（月）

10/25
（日）

11/1
（日）
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中学生取材記 取
材

このページは中学生の職場体験で、
取材やレイアウトを自ら行い、作
成しました。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
６
回
福
祉
機
器
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
・
最
優
秀
賞
受
賞

明
神
ひ
か
り
さ
ん

　
県
立
高
浜
高
校
福
祉
科
一
年
生
の

明
神
ひ
か
り
さ
ん
が
、
第
６
回
福
祉

機
器
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
自
由

課
題
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
作
品
名
は
『
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
「
楽
切
君
」
』
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
理
由

　
夏
休
み
の
補
習
で
授
業
を
受
け
て

い
た
と
き
に
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
夏
休
み
の
宿
題
と

い
う
こ
と
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
「
楽
切
君
」
を
作
り
ま
し
た
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

「
楽
切
君
」
と
は
？

　
～
作
品
を
考
え
た
き
っ
か
け

　
あ
る
日
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

切
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
面

倒
で
や
り
に
く
い
と
感
じ
ま
し
た
。

私
で
も
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
の
な
ら
、

「
高
齢
者
の
方
や
、
障
が
い
者
の
方

は
も
っ
と
不
便
だ
ろ
う
な
」
と
思
い

こ
の
作
品
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
カ
バ
ー
部
分
を

押
す
だ
け
で
片
手
で
も
簡
単
に
切
る

こ
と
が
で
き
る
便
利
さ
、
手
軽
さ
が

あ
り
、
ま
た
、
目
が
不
自
由
な
人
の

た
め
に
カ
バ
ー
部
分
を
目
立
つ
よ
う

に
赤
色
に
す
る
こ
と
を
工
夫
し
ま
し

た
。

福
祉
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

　
一
昨
年
、
癌
で
亡
く
な
っ
た
祖
母

の
看
病
を
祖
父
が
や
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
と
き
本
当
は
手
伝
い
た
か

っ
た
け
ど
、
何
を
し
て
い
い
の
か
分

か
ら
ず
、
た
だ
見
て
い
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
祖
母

の
た
め
に
何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
悔
や
む
と
同
時
に
「
今
後
、
家
族

の
誰
か
が
倒
れ
た
と
き
に
、
誰
が
世

話
を
す
る
の
か
？
誰
も
で
き
な
い
な

ら
私
が
や
ろ
う
」
と
思
い
福
祉
や
介

護
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
ま
し
た
。

将
来
の
夢

　
将
来
は
介
護
福
祉
士
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
士
に

な
る
た
め
に
は
、
国
家
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
格
す

る
た
め
に
も
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
編
集
後
記
●

　

職
場
体
験

の
３
日
間
を

通
し
て
、
仕

事
の
大
変
さ

と
、
や
り
が

い
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人

間
関
係
の
大
切
さ
、
会
話
の
大
切
さ

も
学
び
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
経
験
を
さ
せ

て
く
れ
た
市
民
や
広
報
関
係
者
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
、
普
段
の
生
活
や
将
来

の
選
択
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
高
浜
中
学
校
２
年
　
岡
本
拓
土

　

今
回
、
職

場
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
、

記
事
の
書
き

方
や
取
材
の

し
か
た
、
カ

メ
ラ
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

記
事
を
作
っ
た
後
、
完
成
品
を
見
る

と
、
何
時
間
も
か
け
て
作
っ
た
ん
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
何
も
な
い
一
枚
の
紙
か
ら
、
最
終

的
に
一
つ
の
記
事
（
広
報
紙
面
）
を

作
り
上
げ
た
と
き
、
仕
事
を
し
て
い

る
ん
だ
と
い
う
実
感
が
湧
き
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
浜
中
学
校
２
年
　
八
重
尾
太
朗

　
　
ま
ち
か
ど
ニ
ュ
ー
ス

伝統への第一歩　自然の恵みに感謝して

高浜ふれあいプラザオープン

　11月８日に衣浦湾で第1回高浜ロングレガッタ交流
会が行われました。
　この約９キロメートルの距離を５人で進んでいくとい
う過酷なロングレガッタは、衣浦湾という豊かな自然が
あるからこそできるものだと言えます。
　今後、豊かな自然を利用した行事として、ひとつの伝
統となっていくでしょう。この日、高浜市の新たな伝統
への第一歩が刻まれました。

　11月１日に開館した高浜ふれあいプラザのオープニングセレ
モニーが８日に行われました。
　セレモニーでは高浜小学校吹奏楽部による演奏や、青パト出
発式などを行いました。
　高浜ふれあいプラザは、健康づくり体操教室や、おじいちゃん・
おばあちゃんから教わろう教室などを実施し、地域のすべての
方が互いに支えあいながらふれあうことのできる場です。
　今後ここで、たくさんの笑顔が見られることでしょう。

21 広報たかはま　H21.12.1



編集／発行  高浜市役所市民生活グループ
〒 444-1398  愛知県高浜市青木町四丁目 1 番地 2
TEL（0566）52-1111　FAX（0566）52-1110
http://www.city.takahama.lg.jp/
電子メール  info@city.takahama.lg.jp

早期配布にご協力ください。

広報たかはまは大豆インキ
を使用しています。

P-B10033

かはまかはまかはまたたた
広報 人形小路 菊まつり

匠の技光る 菊人形がお目見え
　11月3日〜8日に人形小路（名鉄吉浜駅周辺）で、全国で
活躍する菊師が手がけた菊人形を展示する「人形小路菊まつ
り」が開催されました。今年は「太閤秀吉」「親鸞聖人」
「高砂」の３場面５体が制作されたほか、地元住民や子ども
たちが育てた菊も展示され、訪れた来場者たちは会場を彩る
数千本の菊の花にしばし見入っている様子でした。

表　紙

（ポルトガル語のページを読んでください！）

　これからの高浜市にふさわしい自治の姿について考える、まちづくりシンポジウム「自治を築く　
自治を育む　高浜市の未来図を描く」を開催します。
　基調講演には高浜市の構造改革にも深く関わっていただいている、行政学・地方自治論の第一人者、
東京大学名誉教授の大森彌

わたる

先生を迎え、「自治を切り拓く　〜勇気と希望を持って挑戦し続ける」をテ
ーマにお話していただきます。
　シンポジウムでは、首都大学東京大学院教授の大杉覚先生にコーディネーターをお務めいただき、先
駆的取り組みを行っている他市からのゲストパネリストを迎え、市民パネリストを交えての活発な議
論の場としたいと思います。
　高浜市の自治の「未来図」を皆さんとともに見つけていきたいと考えています。ぜひ、お気軽にご
参加ください。

※	本事業は、㈶自治総合センターの助成を受け、「平成21年度宝くじ普及広報事業」の一環
として開催します

大森彌先生 大杉覚先生

まちづくりシンポジウム

と　き　12月12日㈯
　　　　午後1時30分〜5時（開場午後1時）
ところ　中央公民館ホール
定　員　約600人（先着順）
参加費　無料
申込方法
　	12月7日㈪までに、市役所地域政策グループへ
申し込んでください。

申込・問合せ先
　市役所地域政策グループ
　☎52―１１１１（内線352）
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